
施工の前に

下地について

施 工

注意事項

フリ ーフロアー。 1 吋セット楯工要領

（環境にやさしい無臭タイプ）

① この商品は、l 0mm厚で1 nr用のセットになっています。
1箱分の材料は残さず全て使いきって下さい。石とバイーンダ
ーの配合の割合を変えると施工不良の原因になります。

② 水は一切使用しないで下さい。
③ 施工にあたっては次のものを用意して下さい。

•松葉ぼうき（下地の掃除に使う）
•練り桶（材料の混合に使う）
・電動ハンドミキサー（材料の混合に使う）

•· 空缶(:::rテふき用のシンナーを入れる）
• ペンキ用ハケ（コテをふき、道具洗いに使う）
・左官道具
・シンナー （ウレタン用）

① 下地はニンクリ ー ト、モルタル金ゴテ仕上げで完全乾燥させ
て下さい。水分が残っていると施工不良となります。

② ホコリ、 ゴ ミ、砂、油などを完全に取り除いて下さい。
③ 縁まわりは、縁石やタイルなどで処理して下さい。

骨材の混合・仕上げ
① 骨材（石）を練り桶に移しパックの中の樹脂を入れ、均一

になるよう電動ハンドミキサーでよく混ぜ合わせる。
均ーでないと樹脂溜りができ施工不良となります。

② 骨材と樹脂が均ーに混ざった後、珪砂を入れ再度よく混ぜ
合わせる。珪砂だまりができないように注意する。

③ ②の材料を施工笹所に敷き均し、金ゴテでしっかり押さえ
仕上げる。 コ テに樹脂が付いて滑りにくくなったら、専用
のシンナー を含ませたハケで樹脂をふき取るとよい。

に
ー

から均ーに珪砂を降り掛けると、ノンスリップ効果が強くなります。1
• 雨の日の施工、未乾燥下地の施工は不具合の原因になりますの

で、避けて下さい。また、歩行可能時間内に降雨の恐れがある
場合の施工もさけて下さい。

• 立ち上がり面には、施工できません。
• 樹脂が肌に付着しないようゴム手袋を使用して下さい。万一肌

に付着した場合は、石鹸ですぐに洗い流して下さい。
・ ジーナーはウレタン樹脂用の物を使つて下さい。それ以外のも

吟使うと硬化不良の原因になります。


